
　養父市では、地域の過疎化や公共交通手段の不足、
高齢者の免許返納、個人商店の廃業等により、日常の
買い物に困難さを抱える人が増えています。また、経
済成長が停滞するなか、物価高も重なり、経済的に困
窮している世帯も増加しています。
　養父市社会福祉協議会では、買物困難者、経済的に
困窮している人への円滑な食品アクセスの確保を図る
ため、「令和６年度食品アクセス緊急対策事業（農林水
産省）」に応募しました。

　高齢化や過疎化が進
行するなか、地理的要因
や経済的要因で十分な食
料を入手出来ない買い物
困難者が増えています。
　誰もが健康で豊かな食生活が送れるよう、多様
な食料の提供体制、および食品アクセス確保に関
して地域の課題を調査し、取り組みを推進する体
制を強固にしたいと考えています。
　皆様に理解と関心を持っていただき、ご協力願
いたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
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食品アクセス確保のための地域協議会 ／令和７年２月21日第１回   

“つながり” と “しあわせ” を意識した 「食品アクセス確保」
　本事業では、

を行います。このたび、第１回目となる「食品アク
セス確保のための地域協議会」を開催しました。
　行政、地域社会、企業が連携して、すべての地域
住民が食品への安定的なアクセスを確保できる社会
を実現できるよう取り組んでまいります。

1. 地域の関係者が連携して組織する協議会の設置
2. 関係者の調整役（コーディネーター）の配置
3. 地域の現状と課題の調査

▲第１回食品アクセス確保のための地域協議会の様子
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養父市で進む食品支援の新しい取組み だより
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「食料の確保ができる」がゴールではなく、
その先にある「食品アクセスを通じたひとりひとりの幸せ」をゴールに !!

買い物困難者部会と経済的困難者部会に分かれ、
それぞれの視点から意見交換を行いました。

経済的困難者（経済的アクセス）部会買い物困難者（物理的アクセス）部会

同居家族がいても買い物に行けない

免許返納後の移動の問題

買い物を自分の意思で行きたい時に行き、好
きなものを選んで買うことができない

区内の移動販売の拠点、サロンまでの移動が
困難

米、飲料など重たいものを自宅まで運ぶこと
が困難

生活困難世帯やヤングケアラーの増加と、自
立支援の難しさ

農業従事者の人手不足問題と経済的困難者
の期間就労のマッチングができないか

経済的困窮者の自立と農業従事者の不足を
マッチングさせることはできないか

移動＝自家用車（自分で運転・家族に乗せて
もらう）という考えが強く、タクシーやバスに
乗る文化が定着していない

地域に経済的困難者がいても、個人情報の
問題や、声をあげにくいなど、実情の把握は
難しい

子育て応援課がこども食堂助成事業を始めた
きっかけは、コミュニティが希薄化するなか、
問題の早期発見、早期手助けができるように

やぶくる（養父市版ライドシェア）やデマンド
交通の実証実験が行われているが、利用方法
が周知されていない
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目 標

やぶくるの有効活用

❶やぶくるの利便性を高め、市民へ広く
　知ってもらうことで、利用促進を図る
❷利用者目線でのサービスの向上
❸他の移動手段との連携強化
❹やぶくるドライバーの育成、広報活動の強化
❺利用パターンの把握と多様な運用実験を
　行う

目 標

買い物支援のしくみ

❶買い物困難者をなくす仕組みと、買い物とい
　う行為に幸福感を求める
❷カフェ、移動販売の実施
❸ネット販売の普及と安全性の確保

人との関わりを持つしくみ
農業を通じて心身の健康を促進する活動を推進

経済的困難者への
フードバンク支援の強化
フードロスを減らす呼びかけを行い、地域全体で
協力

こども食堂の広報
広報周知を強化し、食材確保の
ネットワーク作りを推進

就労のマッチングの機会
福祉無料職業紹介所「アグウェルやぶ」の活用と
農業だけにこだわらない機会創出

困窮者の自立支援
安定的な食品提供体制の構築
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